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引き続き、バナー広告の減収が響き減収減益。ユーザー基盤は拡大、課金事業は堅調。 

売上高と利益 
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ハイライト 

*増減表示は表示桁数未満を考慮して計算しておりますので、上記の値で計算した場合と差異がございます。 
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2017年7- 9月 

ハイライト 

事業 

●PointTown 

  スマートフォンユーザー向けにO2Oへの取組強化 

●ゲソてん 

  新規タイトルを7タイトル投入 

●プリキャン 

  新ジャンルとして、「小説投稿サービスβ版」を開始 

●メディア事業 

  広告）バナー広告の減少続く。スマートフォンアフィリエイトは堅調 

  課金）自社・ネットワーク全体が堅調に推移。前年同Q比145％ 

●その他メディア支援事業 

  顧客数・ネットワーク数ともに増加し、増収増益。 

営業成績 
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対業績予想進捗 

ハイライト 



6 

1.  ハイライト 

2.  第3四半期決算概要 

3.  メディア事業 取組状況 

4.  総括（今後の方向性） 

5.  Appendix 



損益計算書 

第3四半期決算概要 
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減収減益も、前Q比 売上高9.1％増、営業利益39.9％増 

*増減表示は表示桁数未満を考慮して計算しておりますので、上記の値で計算した場合と差異がございます。 



減収による営業債権・債務の縮小。ポイント引当金は継続して拡大 

貸借対照表 
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第3四半期決算概要 

*増減表示は表示桁数未満を考慮して計算しておりますので、上記の値で計算した場合と差異がございます。 
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セグメント別売上高推移 

第3四半期決算概要 

メディア事業：ADネットワークの影響により、前年同期比で減収が継続。 
その他メディア事業：2016年3Qは大口受注があったため、前年同期比▲38.0％ 



販売促進費を拡大させ、顧客接点強化 

営業費用推移 
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第3四半期決算概要 



メディア事業 デバイス別売上高推移 
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第3四半期決算概要 
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スマートフォン会員構成比：42％ 

アプリDL数前年同月比：129％ 

メディア事業 取組状況（ECメディア） 

スマートフォン収益力強化 
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ポイントタウンアプリダウンロード数 ポイントタウン会員数推移 



SP（スマートフォン）の売上比率は 44.6％ に、収益は前年同Q比 111％ 

メディア事業 取組状況（ECメディア） 
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スマートフォン収益力強化 



四半期毎EC流通額遷移 (2015年1Qを100として比較)  

メディア事業 取組状況（ECメディア） 
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ポイントタウン経由提携サイトの流通額 
前年同Q比でPCは 132 ％、SPは 189 ％ に伸張 



O2Oサービスや流通・小売業者などと連携し、ポイントインセンティブを通じた 

実店舗での購買促進支援を展開。 

メディア事業 取組状況（ECメディア） 
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スマートフォンを活用したO2O 

レシートを使った新感覚の特売サイト「レシポ！」と提携。 

掲載商品を実店舗で購入し、レシート送ることでポイントがもらえる。 

2017年10月2日開始 



スマートフォン向けO2Oサービスの市場規模は、2020年に約2,360億円市場に成長。 
2012年の9倍になると予測される。 

メディア事業 取組状況（ECメディア） 
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O2O市場データ 

O2Oサービス市場規模予測：2013年シードプランニング発表資料 



「 Google Play コード 」へのポイント交換を開始。 

今後も随時交換先を追加し、ユーザーの利便性を向上に務める。 

メディア事業 取組状況（ECメディア） 
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ポイント交換メニューの拡充 

在庫を持たないオンデマンドによる 

「Google Play コード」への交換を開始 

2 01 7年 

9月6日より 

交換開始！ 



メディア事業 取組状況（ECメディア） 

ビットコインへのポイント交換額推移 
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2017年4 月の法令化や、 8月の仮想通貨市場の高まりを受け 

ビットコインへの交換額は大幅に増加 

ビットコイン交換金額の推移（ 2016年 6月を100 とした数値 ） 



B2C 

メディア事業 取組状況（ECメディア） 

ECメディア基本戦略 

自社サービスで培ったノウハウ・システムを、他社展開することにより、 
さらなる収益機会と収益の拡大目指します。 

B2B2C 
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自社サイト「ポイントタウン」、特にスマートフォンへの投資を進める他 

アライアンスとしてポイントモール構築・運用先を拡大 

メディア事業 取組状況（ECメディア） 
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ポイントメディア B2B2C 

自社サイトの収益の最大化 
他社メディアへポイントモールの 

運営ノウハウを提供 



NTTドコモとD2Cが立ち上げた「dポイント広場」に自社プラットフォームを提供 
GMOメディアにて構築・運用を担い、dポイントの流通を最大化 
 

メディア事業 取組状況（ECメディア） 
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アライアンス戦略 

※2017年6月末現在 



メディア事業 取組状況（ECメディア） 

PCゲームプラットフォーム B2B2C 

23 ※SAP：ソーシャルアプリケーションプロバイダーの略 



メディア事業 取組状況（ECメディア） 
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「aima」、「@nifty」の効果で課金額は大きく上昇、前年同Q比で 145 %に 

PCゲーム課金トレンド 

※2015年1Qを100とした数値 



メディア事業 取組状況（ソーシャルメディア） 
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「プリキャンティーンズラボ」の収益化に注力。 
コンテンツ発信を強化し認知を向上することで潜在クライアント様にアプローチ 

10代女子向けマーケティング支援事業 

2017年9月に掲載した「プリキャン」アン
バサダーへのインタビュー記事が大きな反
響を呼んだ 

38万PV / 6,360い

いね ( 2017年10月26日現在 ) 



メディア事業 取組状況（ソーシャルメディア） 
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ユーザー投稿型サービス「            」を10 / 2 にリリース 

新たなる自己表現、創造活動の場を提供 
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総括（今後の方向性） 

インターネットが社会基盤となった今、 

さらに生活者に寄り添った 

新しい『お得』、『エンターテインメント』を提供する 
 

 ● ECメディア事業をさらに強化 

      さらに拡大するネット消費を、より快適により便利にサポートする 

      B2B2C（アライアンス）展開の拡大 

 ● シナジーの追求 

    複数サービスを展開する、『我々ならでは』の強みを発揮できる新サービスの投入、事業の展開 

 ● 経営安定化のために、広告事業にプラスして、課金収入の拡大を目指す 

 ● スマートフォン領域への新サービスの継続開発 

 ● 昨年の事業譲受に続く、投資・M＆Aによる事業領域拡大 
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損益計算書 

Appendix 

30 *増減表示は表示桁数未満を考慮して計算しておりますので、上記の値で計算した場合と差異がございます。 



貸借対照表 

Appendix 

31 *増減表示は表示桁数未満を考慮して計算しておりますので、上記の値で計算した場合と差異がございます。 



キャッシュフロー計算書 

32 *増減表示は表示桁数未満を考慮して計算しておりますので、上記の値で計算した場合と差異がございます。 

Appendix 



業績予想 

Appendix 

33 *増減表示は表示桁数未満を考慮して計算しておりますので、上記の値で計算した場合と差異がございます。 



GMOメディア株式会社（GMO MEDIA Inc.) 
 
2000年10月13日 
 
7億6,197万円 
 
メディア事業、その他メディア支援事業  
 
121名（2017年9月30日現在 役員、臨時従業員除く） 
 

会社概要 

Appendix＜企業・事業概要＞ 

会社名 
 
設立年月日 
 
資本金 
 
事業内容 
 
従業員数 
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Appendix＜企業・事業概要＞ 

What is GMO Media? 
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GMOインターネットグループのメディア事業統合により、業容を拡大 

Appendix＜企業・事業概要＞ 

沿革（法人） 
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ポイントインセンティブによる【ECメディア】と一般ユーザーの情報発信をサポートする 

【ソーシャルメディア】を軸に、スマートフォン向けネイティブアプリとWEB（スマートフォン・パソコン）向けに多

ブランドにて展開しており、ユーザーは無料で利用できます。 

Appendix＜企業・事業概要＞ 

事業領域と主要サービス 
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弊社はクライアントとユーザーの間に位置し、広告出稿したいクライアントから代理店（ASP）経由で案件をサイト内に掲載。
広告費で頂く報酬の一部をユーザーにポイント還元。その差分を利益とする。 
※ASP＝(Affiliate Service Provider) とは、成功報酬型広告を配信するサービス・プロバイダ 
 
インターネット上で完結できるクライアント全てが対象となり、ECから無料会員登録、クレジットカード発行など豊富な案件を適
宜ユーザーに提供しポイントを貯める。ユーザーはそのポイントを現金及び国内の主要ポイント、マイレージなど様々なメニューに
交換することができる。 

Appendix＜企業・事業概要＞ 

ECメディア ビジネスモデル 
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Appendix＜企業・事業概要＞ 

ソーシャルメディア ビジネスモデル 
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本資料には、2017年10月30日現在の将来に関する前提、⾒通し、計画等に基づく予測が含まれています。世界経済、

競合状況、為替の変動等にかかわるリスクや天変地異などの不確定要因により実際の業績が記載の予測と大きく異なる可

能性があります。またマーケットシェアなど の数値について一部弊社推計値が含まれており、調査機関によって異なる可能性が

あります。  

本資料に掲載されている情報は、情報の提供を目的としたものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。また本

資料内に記載されている業績予想などの将来の予測に関するものは、リスクや不確定要因を含みます。実際の業績は経済

情勢や市場環境など、さまざまな要因により、かかる予想とは大きく異なることがあることをご承知おきください。 

当該情報に基づいて被ったいかなる損害に関しても、その理由の如何に関わらず一切の責任を負うものではございません。 
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